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平成28年熊本地震



　

平
成
28
年
４
月
14
日（
木
）午
後

９
時
26
分
に
熊
本
県
熊
本
地
方
を

震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
５
の
地
震
が
発
生
し
、
最
大

震
度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
後
４
月
16
日（
土
）午
前

１
時
25
分
に
は
熊
本
県
熊
本
地
方

を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
３
の
地
震
が
発
生
し
、
再
び

最
大
震
度
７
を
観
測
し
ま
し
た
。

　

南
小
国
町
で
も
、
４
月
16
日

（
土
）午
前
１
時
25
分
に
は
最
大
震

度
５
強
を
観
測
。町
内
各
地
で
は
、

道
路
に
亀
裂
が
入
っ
た
り
、
落
石

や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
被
害
が
出
ま

し
た
。（
写
真
④
⑩
）

　

４
月
25
日（
月
）か
ら
は
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
で
各
避
難
所
の
受

付
や
給
水
所
、
災
害
ゴ
ミ
置
き
場

の
整
理
な
ど
に
協
力
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。（
写
真
⑥
⑦
⑧
）
ま
た
、

４
月
25
日（
月
）～
28
日（
土
）に

は
、
高
原
町
職
員
の
２
人
に
本
町

の
建
物
応
急
調
査
を
行
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。（
写
真
①
）

　

４
月
25
日（
月
）に
は
、
黒
川
温

泉
観
光
旅
館
協
同
組
合
の
皆
さ
ん

が
豚
汁
や
唐
揚
げ
な
ど
の
炊
き
出

し
を
し
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
心

と
体
を
温
め
て
頂
き
ま
し
た
。（
写

真
③
）

　

４
月
26
日（
火
）に
は
、
自
衛
隊

に
よ
る
道
路
の
修
繕
作
業
が
あ

り
、
通
行
止
め
だ
っ
た
道
も
徐
々

に
通
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。（
写
真
②
⑤
⑨
）

熊本地震
③

④

⑤

⑥⑦
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平成28年 た
く
さ
ん
の
ご
支
援
、

　
　
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南小国町に支援物資を送って

頂いた皆さんを紹介します。（敬称略）

・牛津シルクイーン
・内閣府
・㈱葉隠
・宮崎県椎葉村
・㈱九電工
・鳥取県智頭町
・財宝
・福岡県東峰村
・宮崎県綾町
・宮崎県高原町
・福島県南相馬市
・石川県
・王子ネピア㈱
・山形県飯豊町
・山形県大蔵村
・京都府和束町
・オーネスター㈱
・㈱ポイントイェス

・京都府伊根町
・長野県木曽町
・青森県田子町
・長野県高山村
・北海道標津町
・群馬県中之条町
・長野県池田町
・福島県大玉村
・長野県南木曽町
・福島県三島町
・徳島県上勝町
・県歯科医師会
・㈱ＬＥＡＰ
・バスクリン
・カルビー㈱
・吉忠マネキン
・東京エレクトロン
・北海道鶴居村

① ②

⑧

⑨

⑩
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南　小　国　町　役　場　　職　員　配　置
≪　町長部局　≫

課　名 課　長 審議員 係　名 係　長 職　　員

総務課 穴井秀房 河本孝博

総務係 栗原康宏 井雄太・河津慶彦

財政係 （審議員兼務）西小路翔太

管財係 日隈徹 河津直樹

まちづくり課 佐藤徹 本田圭一郎
企画商工観光係 武田啓二 利光幸太・井野加奈・齊藤智衣

広報情報係 （審議員兼務）佐藤健介（技労）・後藤亘

町民課 安藤勝郎 河津頼子
戸籍住民係 志賀美彩代 手嶋翔平・吉田大輔

保健衛生係 （審議員兼務）山本恵理菜・德丸さつき・（新）高藤郁弥

福祉課 坂本泰子 佐藤夏美

福祉係 穴井孝幸 佐藤亮・田北雅昭・鞭馬隆善

保育児童係 佐藤淳 林知佳

市原保育園 主任
（審議員兼務）

河津裕子・椎名さゆり・後藤綾子
玉目健悟・（新）奥彰子・（新）梅木千夏

中原保育園 主任
　樋口瑞穂 深田恵・佐藤真実

黒川保育園 主任
　日隈みゆき 佐藤亜希子

税務課 木山明彦 本田洋茂

税務係 麻生孝哉 穴井幸太郎・橋本哲典

徴収係 髙村竜二 岩下翔司

地籍係 （審議員兼務）髙村祐矢・（新）杉裕太

農林課 佐藤昭博 朝日康博
農政係 室原孝平 井野寛之・井薫

林政係 （審議員兼務）井野秀成

建設課 堀川一介 穴井康治

土木係 平野賢 穴井建成・加賀誠也

水道住宅係 （審議員兼務）西山秀樹・下城達彦
児玉純一・（新）築地直也

会計室 穴井博文 会計室 山村真樹

≪　議会事務局　≫

議会事務局 下城孝浩

≪　教育委員会　≫

教育委員会 北里能蔵 宮﨑智博
学校教育係 （審議員兼務）（新）鎗水百衣

社会教育係 松岡洋 河津一也

※（新）・・・新規採用

≪　退職者（年齢順）　≫※（ ）内は最終所属
　東寛児（会計室長）　　　宅野幸広（まちづくり課長）　　　北里りえ子（黒川保育園）

　退職された皆さま、長い間お疲れ様でした。
　なお、新規採用職員は、広報きよら６月号で紹介します。
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○
新
入
団
員

第
１
分
団
２
部　

佐
藤　

稔

第
１
分
団
２
部　

和
田　

涼
太
朗

第
２
分
団
１
部　

上
島　

和
馬

第
２
分
団
１
部　

河
上　

新
一

第
２
分
団
２
部　

佐
藤　

剛

第
２
分
団
６
部　

鞭
馬　

隆
善

第
２
分
団
７
部　

武
田　

庄
平

第
３
分
団
２
部　

髙
村　

涼

第
３
分
団
６
部　

中
村　

慎
介

第
３
分
団
８
部　

松
﨑　

洋
和

第
３
分
団
８
部　

合
原　

拳
志
郎

第
３
分
団
10
部　

村
上　

幸
輝

○
機
能
別
団
員

　

第
２
分
団　
　
　

藤
堂　

政
巳

○
昇
格
団
員

　

機
動
分
団

　
　
　
　

分
団
長　

宇
都
宮　

健

　
　
　
　
　

部
長　

松
﨑　

俊
志

　
　
　
　
　

班
長　

髙
村　

竜
二

　

第
１
分
団
２
部

　
　
　
　
　

部
長　

佐
藤　

岳
史

　
　
　
　
　

班
長　

穴
井　

孝
幸

　

第
１
分
団
３
部

　
　
　
　
　

部
長　

城
戸　

敬
則

　
　
　
　
　

班
長　

宅
野　

正
美

　

第
２
分
団
１
部

　
　
　
　
　

班
長　

河
津　

秀
樹

　

第
２
分
団
２
部

　
　
　
　
　

部
長　

下
城　

博
志

　
　
　
　
　

班
長　

毛
利　

一
博

　

第
２
分
団
３
部

　
　
　
　
　

部
長　

安
藤　

正

　
　
　
　
　

班
長　

河
津　

博
之

　

第
２
分
団
４
部

　
　
　
　
　

部
長　

中
島　

賢
成

　
　
　
　
　

班
長　

河
津　

徹

　

第
３
分
団
２
部

　
　
　
　
　

部
長　

宇
都
宮　

勝
幸

　
　
　
　
　

班
長　

本
田　

優
伸

　

第
３
分
団
６
部

　
　
　
　
　

部
長　

荒
井　

邦
生

　
　
　
　
　

班
長　

中
村　

哲
志

　

第
３
分
団
８
部

　
　
　
　
　

班
長　

武
田　

裕
樹

　
　
　
　
　

班
長　

武
田　

亮
介

　

第
３
分
団
10
部

　
　
　
　
　

部
長　

金
丸　

勝
寛

　
　
　
　
　

班
長　

大
塚　

日
本

○
退
職
団
員

　

第
１
分
団
２
部

　
　
　
　

元
部
長　

佐
藤　

晴
信

　
　
　
　
　

部
長　

二
宮　

清
志

　
　
　
　
　

団
員　

石
倉　

賢
三

　

第
２
分
団
１
部

　
　
　
　
　

班
長　

杉　
　

竜
二

　
　
　
　

元
班
長　

本
田　

圭
一
郎

　

第
２
分
団
２
部

　
　
　
　
　

部
長　

下
城　

虎
千
代

　

第
２
分
団
３
部　

　
　
　
　
　

部
長　

山
田　

賢
二

　
　
　
　
　

団
員　

秋
吉　

勇
治

　
　
　
　
　

団
員　

武
田　

信
行

　

第
２
分
団
４
部

　
　
　
　
　

部
長　

髙
倉　

公
明

　

第
２
分
団
６
部

　
　
　
　
　

団
員　

河
津　

俊
宏

　

第
２
分
団
７
部

　
　
　
　

元
班
長　

武
田　

雄
介

　
　
　
　
　

団
員　

武
田　

雄
太
朗

　

第
３
分
団
２
部　

　
　
　
　
　

団
員　

髙
村　

龍
司

　

第
３
分
団
６
部

　
　
　
　
　

部
長　

中
村　

吉
一

　

第
３
分
団
７
部

　
　
　
　

元
部
長　

井　
　

明
宏

　

第
３
分
団
８
部

　
　
　
　
　

団
員　

権
藤　

丈
二

　

第
３
分
団
10
部

　
　
　
　
　

部
長　

麻
生　

和
穂

平成28年度　消防団員異動
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○
軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
ま
た
は
精
神
障
害
者
の

人
で
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合

は
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車
な
ど
１
台

の
税
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
専
ら
身
体
障
害
者
な
ど
の
た

め
に
利
用
さ
れ
る
構
造
の
軽
自
動
車
な

ど
も
一
定
の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
普
通
自
動
車
の
軽
減
措
置
を

受
け
て
い
る
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

　

減
免
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
役
場
税

務
課
に
減
免
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。（
申
請
に
つ
い
て
は
毎
年
お
手

続
き
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。）

○
申
請
期
限

　
　
　
　

５
月
31
日（
火
）

　

※
期
限
後
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
提
出
書
類

　

・
減
免
申
請
書

　

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
写
し

　

・
運
転
免
許
証
の
写
し

　

・
車
検
証
の
写
し

　

・
印
鑑

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は
「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
へ
！

　

国
税
に
関
す
る
一
般
的
な
相
談
は

「
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
熊
本
国
税
局
税
務
相
談
室
の

職
員
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

　

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
の
際
の

手
順
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１　

最
寄
り
の
税
務
署
に
電
話
し
ま
す
。

２　

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、番
号「
１
」

を
選
択
し
ま
す
。

※
税
務
署
か
ら
の
お
尋
ね
に
対
す
る
問

い
合
わ
せ
や
納
付
相
談
、
又
は
職
員
に

ご
用
の
あ
る
人
は
、
番
号
「
２
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

３　

自
動
音
声
案
内
に
従
い
、
相
談
し

た
い
内
容
の
番
号
を
次
の
中
か
ら
選

択
し
ま
す
。

①
個
人
の
年
金
や
事
業
な
ど
の
所
得
税

②
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
又
は
年
末
調
整

③
相
続
税
や
贈
与
税
又
は
譲
渡
所
得

④
法
人
税

⑤
消
費
税
や
印
紙
税

⑥
そ
の
他
の
お
問
い
合
わ
せ

き
よ
ら
の
郷
の
水
路
を
守
ろ
う

　

４
月
10
日（
日
）、杉
田
地
区
で
、水
路

の
環
境
美
化
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
写
真
①
）

　

杉
田
井
手
の
組
合
で
は
、
組
合
員
の

人
が
、
毎
年
４
月
の
第
２
日
曜
日
に
集

ま
っ
て
、
水
路
の
掃
除
を
行
っ
て
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
近
年
水
路
に
捨
て
ら
れ

る
ご
み
の
量
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
12
月
～
今
年
の
３
月
ま
で
に
定
点

に
流
れ
て
き
た
ご
み
の
量
で
す
。

（
写
真
②
）

　

水
路
に
生
活
ご
み
を
捨
て
た
り
、
油

類
を
流
出
さ
せ
た
り
す
る
と
、
水
質
の

悪
化
や
、
悪
臭
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
農
作
物
の
発
育
や

農
作
業
に
支
障
が
起
き
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

　　

水
路
の
水
は
、
農
業
用
水
や
防
火
用

水
な
ど
、
地
域
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
ま
た
、
河
川
の
環
境
美
化

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
一
人
一
人
の
心

が
け
で
き
れ
い
な
水
路
を
守
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

写真①写真②
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悪
質
商
法
の
被
害
に

遭
わ
な
い
た
め
に

【
点
検
商
法
】

　

無
料
点
検
を
装
っ
て
訪
問
し
「
床
下

の
配
管
か
ら
水
が
漏
れ
て
い
る
。」「
水

道
管
の
中
が
錆
び
て
い
る
。」
な
ど
と

嘘
を
言
っ
て
、
必
要
の
な
い
工
事
を
施

工
し
た
り
、
浄
水
器
等
を
売
り
つ
け
た

り
す
る
手
口
。

【
催
眠
商
法
（
Ｓ
Ｆ
商
法
）】

　

日
用
雑
貨
品
を
格
安
に
販
売
す
る
な

ど
と
宣
伝
を
し
、
民
家
や
仮
設
店
舗
に

客
を
集
め
、
雑
貨
品
を
無
料
で
配
る
な

ど
し
た
後
、
高
額
な
健
康
器
具
や
布
団

な
ど
を
売
り
つ
け
る
手
口
。

　

こ
の
他
、
言
葉

巧
み
に
あ
な
た
の

財
産
を
狙
っ
て
い

ま
す
。

　

う
ま
い
話
、
も
う
け
話
は
簡
単
に
信

用
せ
ず
、
契
約
を
迫
る
業
者
に
は
ハ
ッ

キ
リ
と
断
り
ま
し
ょ
う
。

利
殖
勧
誘
の

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
が
多
発

　

未
公
開
株
や
社
債
、
商
品
相
場
、
外

国
通
貨
、
事
業
な
ど
へ
の
出
資
や
投
資

話
な
ど
、
儲
け
話
に
関
す
る
消
費
者
ト

ラ
ブ
ル
や
被
害
が
依
然
と
し
て
多
発
し

て
い
ま
す
。

　

利
殖
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
契
約
金

額
、
既
に
支
払
っ
た
金
額
と
も
に
高
額

で
あ
り
、
当
事
者
は
高
齢
者
が
多
く
、

深
刻
な
状
況
で
す
。

〈
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
〉

・
安
易
な
儲
け
話
は
キ
ッ
パ
リ
と
断
る

・
公
的
機
関
を
名
乗
る
儲
け
話
は
詐
欺

・
買
い
取
り
が
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い

・
過
去
に
取
引
経
験

の
あ
る
消
費
者
は
特

に
注
意
す
る

・
高
齢
者
の
ト
ラ
ブ
ル

が
多
い
の
で
、
家
族
や
地
域
で
見
守
る

・
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
相
談
す
る

平
成
28
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語

　
　「
消
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
そ
の
火
そ
の
時

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
場
所
で
」

新
分
署
長
挨
拶

　

４
月
１
日
付
け
で
北
部
分
署
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。
も
と
よ
り
浅
学
非

才
の
身
で
あ
り
、
小
国
地
域
の
皆
様
の

生
命
・
身
体
・
財
産
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
と
い
う
重
責
に
、
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
組
合
消
防
発
足
か
ら
37

年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
が
「
地
域
に
密

着
し
た
消
防
、
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

消
防
」
を
さ
ら
に
目
指
し
、
職
員
は
も

と
よ
り
地
域
防
災
の
要
と
し
て
ご
活
躍

し
て
い
る
小
国
町
消
防
団
、
あ
る
い
は

関
係
機
関
と
連
携
、
協
力
し
、
誠
心
誠

意
努
力
す
る
所
存
で
す
の
で
、
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
前
任
者
同
様
、
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

定
期
異
動

○
異
動
し
た
職
員

　

消
防
一
課　

山
部　

秀
明

　
　
　
　
　
　

渡
邉　

興
助

　
　
　
　
　
　

井
島　

義
昭

　

消
防
二
課　

加
藤　

博
明

　
　
　
　
　
　

西
村　
　

亮

　
　
　
　
　
　

木
村　

彰
宏

　

消
防
三
課　

穴
井　

英
雄

　
　
　
　
　
　

橋
本　

貴
幸

　
　
　
　
　
　

西
田　

耕
作

　
　
　
　
　
　

新
家　

陽
平

　
　
　
　
　
　

橋
本　

凌
典

・
退
職

　

分
署
長　
　

大
塚　

康
秀

○
異
動
し
て
き
た
職
員

　

分
署
長　
　

小
野　

謙
二

　

消
防
一
課　

北
里　

英
幸

　
　
　
　
　
　

岩
永　

孝
綱

　
　
　
　
　
　

木
山　

貴
文

　
　
　
　
　
　

丸
山　

貴
之

　

消
防
二
課　

坂
田　

尚
一

　
　
　
　
　
　

室
原　

優
正

　

消
防
三
課　

藤
川　

行
則

　
　
　
　
　
　

安
藤　

洋
一

　
　
　
　
　
　

麻
生　

泰
伸

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

お世話になりました。よろしくお願いします。
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４
月
14
日
に
南
小
国
中
学
校

全
生
徒
を
対
象
に
「
一
人
一
人

が
夢
を
抱
き
、
活
力
あ
る
南
小

国
中
学
校
に
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
話
を
し
ま
し
た
。「
人
権
と

は
」
難
し
く
考
え
る
の
で
は
な

く
、
生
活
の
中
で
「
自
分
の
大

切
さ
と
と
も
に
他
の
人
の
大
切

さ
を
認
め
る
こ
と
」
で
あ
る
と

い
う
こ
と
を
中
心
に
話
を
し
ま

し
た
。
ま
た
、
中
学
時
代
将
来

の
職
業
に
つ
な
が
る
夢
を
持
っ

て
欲
し
い
と
私
の
体
験
談
を
も

と
に
話
を
し
ま
し
た
。
私
は
、

小
学
校
１
年
生
の
時
、
初
め
て

書
い
た
作
文
を
担
任
の
先
生
に

誉
め
ら
れ
、
先
生
に
な
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、
他

の
職
業
を
考
え
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
次
の
作
文
は
、
そ
の

時
の
作
文
で
す
。
今
で
も
は
っ

き
り
覚
え
て
い
ま
す
。「
た
だ

い
ま
と
い
う
と
ネ
コ
の
ミ
ケ
が

ミ
ヤ
ー
ン
と
な
き
ま
す
。
お
か

え
り
と
い
っ
て
い
る
み
た
い
で

す
。
と
う
ち
ゃ
ん
も
か
あ
ち
ゃ

ん
も
い
な
い
け
ど
、
さ
び
し
く

あ
り
ま
せ
ん
。
ミ
ケ
が
い
る
か

ら
」

　

生
徒
達
は
、
姿
勢
正
し
く
熱

心
に
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
の
感
想
を
紹
介
し

ま
す
。

○
僕
は
、
倉
岡
先
生
の
話
を
聞

い
て
思
っ
た
こ
と
が
３
つ
あ
り

ま
す
。
１
つ
目
は
、
言
葉
に
つ

い
て
で
す
。
色
々
と
嘘
の
う
わ

さ
を
広
め
た
り
す
る
人
が
い

て
、
自
分
も
無
意
識
に
言
っ
て

し
ま
う
と
い
う
の
に
と
て
も
納

得
し
ま
し
た
。
僕
も
小
学
５
年

生
の
と
き
に
誤
解
を
し
て
嘘
の

情
報
を
少
し
広
め
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
友
だ
ち
に
は
、
あ

や
ま
り
ま
し
た
が
、
今
で
も
少

し
気
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。
け

れ
ど
、
今
日
の
話
で
倉
岡
先
生

に
も
そ
ん
な
経
験
が
あ
る
と
知

り
、
も
う
嘘
の
情
報
を
広
め
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
た
い
と
改

め
て
思
い
ま
し
た
。２
つ
目
は
、

将
来
の
夢
に
つ
い
て
で
す
。
先

生
は
、
ネ
コ
の
詩
を
書
い
て
先

生
に
な
り
た
い
と
思
っ
た
そ
う

で
す
が
、
僕
も
先
生
に
な
る
の

が
夢
で
す
が
、
そ
ん
な
出
来
事

が
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
夢

を
持
つ
こ
と
は
大
切
と
い
う
こ

と
に
納
得
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

先
生
に
な
る
夢
を
し
っ
か
り

持
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

○
色
々
な
お
話
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
私
も
普
段
か

ら
差
別
は
い
け
な
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
た

こ
と
や
い
や
な
思
い
に
さ
せ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
後
に
な
っ

て
後
悔
す
る
こ
と
も
多
く
あ
り

ま
す
。
な
の
で
、
倉
岡
先
生

の
お
話
を
聞
い
て
「
私
も
あ

る
な
ぁ
・
・
・
」
と
思
い
、
心

が
け
て
い
か
な
い
と
い
け
な
い

な
ぁ
、
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

見
た
目
が
少
し
こ
わ
い
と
「
こ

わ
い
」
と
決
め
て
し
ま
う
自
分

を
変
え
て
い
こ
う
と
思
い
ま

す
。
人
は
見
た
目
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
を
改
め
て
思
う
事
が

で
き
ま
し
た
。
み
ん
な
一
人
一

人
違
っ
て
い
い
と
い
う
こ
と
を

身
に
し
み
て
感
じ
ま
し
た
。
わ

か
っ
て
い
て
も
大
切
な
こ
と
を

忘
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
の
で
倉
岡
先
生
の
お
話

で
大
切
に
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
こ
と
を
ち
ゃ
ん
と
頭
に

残
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
に
ひ
び
き
ま
し
た
。
是

非
ま
た
聞
か
せ
て
下
さ
い
。
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

○
僕
は
、
今
回
の
話
を
聞
い
て

夢
の
大
切
さ
と
人
権
に
つ
い
て

改
め
て
大
切
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。
僕
も
５
歳
の
こ
ろ
か
ら
車

に
関
わ
る
仕
事
を
し
た
い
と
い

う
夢
は
今
で
も
変
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
親
や
友
だ
ち

が「
あ
っ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
」

と
言
っ
て
く
れ
た
か
ら
こ
の
夢

は
変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
な

の
で
、
倉
岡
先
生
の
話
を
聞
い

て
、
に
て
い
る
な
と
思
っ
た
と

同
時
に
夢
は
捨
て
な
け
れ
ば
叶

う
ん
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
、
甚
大
な
被
害
が

各
地
に
出
て
い
ま
す
。
み
ん
な

で
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

146

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
一
人
一
人
が
夢
を
抱
き
、
活
力
あ
る
南
小
国
中
学
校
に

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員
　
倉
岡
　
巧た

く
み　

手を挙げ講話に反応する南中生
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小国公立病院ニュース
☎（４６）３１１１

　

小
国
郷
で
日
中
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が

聞
こ
え
る
事
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
そ
の

音
の
発
信
源
は
、
か

な
り
高
い
確
率
で
病

気
の
患
者
さ
ん
を
搬

送
す
る
た
め
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
と
防
災

消
防
ヘ
リ
「
ひ
ば

り
」
の
２
機
が
相
互
に
そ
の
役
割

を
補
完
す
る
「
熊
本
型
」
の
ヘ
リ

救
急
搬
送
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
体
制
に
よ
り
、
ヘ
リ

運
航
に
関
す
る
４
つ
の
※
基
幹
病

院
が
連
携
し
て
救
急
医
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
た

場
所
に
搬
送
す
る
時
に
は
、
救
急

車
よ
り
も
ヘ
リ
の
方
が
搬
送
時
間

が
短
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
県
の

最
東
北
端
に
あ
た
る
小
国
郷
で

は
、
ヘ
リ
輸
送
の
恩
恵
を
最
も
受

け
ら
れ
る
地
域
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
22
年
～
27
年
の
５
年
間

で
、
ヘ
リ
搬
送
を
行
っ
た
件
数
は

56
件
、
疾
患
は
、
循
環
器

疾
患
（
39
パ
ー
セ
ン
ト
）・

脳
外
科
疾
患
（
29
パ
ー
セ

ン
ト
）
が
多
い
で
す
。
ヘ

リ
搬
送
先
の
高
度
医
療
病

院
で
緊
急
の
治
療
を
施
さ

れ
、
リ
ハ
ビ
リ
期
を
小
国

で
過
ご
さ
れ
る
人
も
多

く
、
病
院
と
病
院
の
連
携

は
か
な
り
う
ま
く
機
能
し

て
お
り
ま
す
。

　

高
速
道
路
や
デ
パ
ー
ト

が
小
国
に
は
な
い
の
と
同
様
に
、

小
国
で
で
き
る
医
療
の
範
囲
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
２
台
の
ヘ

リ
の
お
か
げ
で
、
緊
急
性
の
あ
る

患
者
さ
ん
に
必
要
な
医
療
を
ほ
ど

こ
す
為
の
イ
ン
フ
ラ
は
整
っ
て
い

る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

日
没
ま
で
は
ヘ
リ
搬

送
が
可
能
で
す
が
、
夜

間
は
飛
ぶ
こ
と
が
で
き

な
い
の
で
、
陸
路
（
救

急
車
）
で
搬
送
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
の

時
に
も
、
大
き
な
病
院

か
ら
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー

（
医
療
機
器
を
搭
載
し

た
医
師
同
乗
の
救
急

車
）
と
連
携
を
と
り
、
で
き
る
だ

け
早
く
、
高
次
の
医
療
が
施
せ
る

状
態
に
な
る
様
に
シ
ス
テ
ム
が
構

築
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

小
国
公
立
病
院
で
は
年
間
に
約

４
０
０
０
台
の
救
急
車
を
受
け
入

れ
て
お
り
、
基
本
的
に
は
救
急
車

は
断
ら
な
い
方
針
に
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
裏
に
は
、
こ
の
よ
う
な

大
病
院
へ
の
転
院
搬
送
の
連
携
が

う
ま
く
取
れ
て
い
る
と
い
う
保
証

が
あ
る
か
ら
な
の
で
す
。

※
基
幹
病
院
：
熊
本
赤
十
字
病

院
・
熊
本
大
学
医
学
部
付
属
病

院
・
国
立
病
院
機
構
熊
本
医
療
セ

ン
タ
ー
・
済
生
会
熊
本
病
院

「ＤＭＡＴ」と「ＪＭＡＴ」
　ＤＭＡＴは災害発生４８時間以内の救命
や患者の広域搬送を担うために規定の研
修を受けた専門医療チーム。一方、ＪＭＡ
Ｔは、日本医師会による災害医療チームで
あり、機能的には、ＤＭＡＴの活動を引き
継ぐ形で、医師や看護師ら４～５人のチー
ムで被災地の病院支援や避難所での医療、
健康管理にあたる。
　今回の平成 28 年熊本地震でも、迅速に
全国から集まった DMAT チームや JMAT
チームによる医療支援が被災地全域にわ
たって行われた。

医
療
救
急
搬
送
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
つ
い
て

　

■新任医師紹介
吉村　文孝

（よしむら　ふみたか）
生年月日　S62.9.1 生
出身地：熊本県
専門分野：総合診療科
趣味：美味しいもの
　　　食べあるき

【ひとこと】
　４月から小国に赴任しました。自治医科大学卒業で
す。学生時代は剣道や弓道で身体を鍛えていました。
まだまだ不慣れな事もありますが、小国に貢献できる
様頑張ります。

小国公立病院からのヘリ搬送疾患 内訳
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第
70
回
南
小
国
中
学
校
入
学
式

　

４
月
11
日（
月
）に
、
第
70
回
入
学
式

を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
31
名
の
新
入

生
が
入
学
し
、
氏
名
点
呼
で
は
、
一
人
一

人
元
気
の
よ
い
さ
わ
や
か
な
挨
拶
で
中

学
生
と
し
て
、
今
後
の
学
校
生
活
へ
の

や
る
気
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

式
辞
の
中
で
、
３
点
、「
自
ら
進
ん
で
、

さ
わ
や
か
な
挨
拶
を
し
よ
う
。」「
自
ら
進

ん
で
、光
る
汗
を
流
そ
う
」「
自
ら
進
ん
で
、

潤
い
の
あ
る
環
境
を
創
ろ
う
。」
と
中
学

生
と
し
て
の
目

標
に
つ
い
て
話

を
し
ま
し
た
。

「
人
生
」
に
は
限

り
が
あ
り
ま
す

が
、「
学
ぶ
こ
と
」

に
は
、
無
限
の

可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
目
標
を

持
っ
て
、
こ
れ

か
ら
の
三
年
間
、

努
力
を
重
ね
て

い
く
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

生
徒
会
主
催
　
新
入
生
歓
迎
行
事

　

４
月
12
日（
火
）に
、
生
徒
会
主
催
の

新
入
生
歓
迎
行
事
を
行
い
ま
し
た
。
新

入
生
と
の
交
流
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
、
委

員
会
活
動
紹
介
、
部
活
動
紹
介
な
ど
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

企
画
・
運
営
に
あ
た
っ
た
生
徒
会
役

員
の
皆
さ

ん
、
各
部
活

動
リ
ー
ダ
ー

の
皆
さ
ん
、

さ
ら
に
ご
指

導
く
だ
さ
っ

た
先
生
方
に

感
謝
い
た
し

ま
す
。

（
文
責
）
校
長　

林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

大
観
峯
霧
に
消
え
行
く
車
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

靑
山

棚
畑
の
夏
帽
二
つ
動
き
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

白
龍

大
地
震
収
ま
り
燕
戻
り
来
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

淡
竹

避
難
所
を
早
朝
帰
宅
蛙
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈
湯
風
呂

山
吹
や
奥
へ
続
き
し
獣
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
島　

敬
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹

余
震
続
く
苗
代
作
り
も
捗
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
須
磨
子

畑
打
ち
休
み
〳
〵
の
立
話　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
里　

典
子

地
震
知
ら
ぬ
野
苺
の
花
白
く
咲
き　
　
　
　
　
　
　
　

日
隈　

初
美

農
作
業
春
を
楽
し
む
暇
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
津　

ス
ヤ

鍬
先
に
背
伸
び
の
蛙
覚
め
や
ら
ず　
　
　
　
　
　
　
　

北　
　

千
鶴
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　４月５日（火）に、町内の３保育園で入
園式があり、それぞれの保育園では園
児達のにぎやかな声とともに新年度がス
タートしました。
　中原保育園では、０歳から５歳の 20
人が４月から入園。入園式には６月以降
に通い始める園児も含めた 26 人の園児
が出席しました。先生から名前が呼ばれ
ると園児たちは元気に返事をして手を上
げていました。
　市原保育園では 76 人、黒川保育園では 23 人が入園しました。

　４月１日（金）に、南小国町消防団の新
入・昇格団員らへの辞令交付式が行われ
ました。
　退職団員への辞令交付のあと、新年度
から新たに団員となった 12 人をはじめ、
昇格団員 27 人、機能別分団１人の計 40
人へ、佐藤亨団長から辞令が渡されまし
た。
　佐藤団長は、「住民の生命・財産を守
る崇高な使命。ただその前に自分の身は
自分で守る音。訓練をとおして一人前の
団員になってほしい」と訓示しました。

　４月 11 日（月）に、町内の小学校で入
学式があり、３校合わせて 24 人が入学
しました。
　りんどうヶ丘小学校では、今年は女の
子２人が入学。在校児童 46 人と先生ら
が拍手で迎える中入場すると、担任の先
生が名前を点呼し、返事・起立し、校長
先生と握手をして歓迎しました。
　今年は、中原小学校では男の子２人、
市原小学校では 20 人が入学しました。

―――町内保育園・小学校入学式―――

―――南小国町消防団辞令交付式―――

●保育園

●小学校
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無
料
登
記
相
談
所
開
設
に
つ

い
て（
予
約
制
）

　

熊
本
地
方
法
務
局
に
よ
る
無

料
の
登
記
相
談
所
が
開
設
さ
れ

ま
す
。

　

当
日
は
、
土
地
・
建
物
等
の

売
買
・
贈
与
・
相
続
等
の
登
記

に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
熊
本

地
方
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
の
予
約

が
必
要
で
す
。

■
日
時　

６
月
16
日（
木
）

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

（
正
午
～
午
後
１
時
ま
で
は
除

き
ま
す
。）

■
場
所

阿
蘇
市
役
所
２
階
会
議
室

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇
大
津
支
局

☎
０
９
６（
２
９
３
）２
２
７
２

高
齢
者
向
け
給
付
金

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
受
給
対
象
者
の
内
、
平
成
28

年
度
中
に
満
65
歳
以
上
と
な
る

人
を
対
象
に
、
お
１
人
あ
た
り

３
万
円
の
給
付
金
の
支
給
を
行

い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
け
る
課
税

状
況
な
ど
を
確
認
し
、
対
象
と

な
る
可
能
性
が
あ
る
世
帯
に
申

請
書
お
よ
び
制
度
の
お
知
ら
せ

な
ど
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
受
け
取
ら
れ
た
人
は
内
容

を
熟
読
の
う
え
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

南
小
国
町
役
場
福
祉
課
福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

　

学
校
に
お
け
る
い
じ
め
や
家

庭
内
に
お
け
る
児
童
虐
待
な
ど

の
事
案
が
依
然
と
し
て
数
多
く

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ら
の
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま

ざ
ま
な
人
権
問
題
の
解
決
を
図

る
た
め
の
人
権
相
談
活
動
を
強

化
す
る
目
的
と
し
て
、
全
国
一

斉「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

■
日
時　

６
月
27
日（
月
）～

　
　
　
　

７
月
１
日（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

７
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
５
時
ま
で

■
専
用
相
談
電
話

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

熊
本
県
職
員
・

　
　
　
　
警
察
官
採
用
試
験

※
募
集
職
種
、
受
験
資
格
な
ど

や
受
験
申
込
書
の
配
布
場
所
に

つ
い
て
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
７
３
３

子
ど
も
達
た
ち
と
ふ
れ
あ
い

ま
し
ょ
う

　

５
月
５
日（
木
）か
ら
11
日

（
水
）は
、児
童
福
祉
週
間
で
す
。

毎
年
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
に
つ
い
て
国
民
全
体
で

考
え
る
こ
と
を
目
的
に
、
国
や

地
域
社
会
な
ど
が
連
携
し
て
さ

ま
ざ
ま
な
行
事
や
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
、
標
語
の
最
優
秀

作
品
「
そ
の
笑
顔　

未
来
を
照

ら
す　

道
し
る
べ
」
を
象
徴
に
、

児
童
福
祉
の
理
念
の
普
及
、
啓

発
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
福
祉
週
間
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
子
ど
も
た
ち
と
ふ
れ
あ

う
機
会
を
設
け
て
は
い
か
が
で

す
か
。

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

　

本
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
森

明
治
さ
ん（
田
の
原
）が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、
国
民
の
基

本
的
人
権
が
侵
害
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
監
視
し
、
も
し

侵
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の

救
済
の
た
め
、
速
や
か
に
適
切

な
処
置
を
と
る
と
と
も
に
、
常

に
自
由
人
権
思
想
の
普
及
・
高

揚
に
努
め
る
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
社
会

福
祉
協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い（
予
約
制
）。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課　

戸
籍
住
民
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

社
会
福
祉
協
議
会

☎（
４
２
）１
５
０
１

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

試験の種類 第１試験日 申込受付締切日
（当日消印有効）

県職員（大学卒業程
度、免許資格職） ６月26日（日）

※東京会場もあり
ます。

５月13日（金）
県職員（民間企業等

経験者対象）

警察官（警察官Ａ） ７月10日（日） ５月20日（金）
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森
林
を
見
直
そ
う
！

　

熊
本
県
で
は
、
県
内
の
豊
か

な
森
林
資
源
を
最
大
限
に
利
活

用
し
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
に
向
け
、
森
林
の
面
的

ま
と
ま
り
を
確
保
し
、
木
材
を

低
コ
ス
ト
で
安
定
的
に
供
給
で

き
る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、

「
森
林
の
集
約
化
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
取
り
組
み
で
は
、県
が
、

自
ら
森
林
を
経
営
・
管
理
す
る

こ
と
が
困
難
な
人
に
対
し
て
、

所
有
権
の
移
転
を
行
う
た
め
の

「
あ
っ
せ
ん
」
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

県
庁
森
林
整
備
課

☎
０
９
６（
３
３
３
）２
４
４
１

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

樋
口　

昭
紀  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

岩
見　

裕
子  

様  

福
島
県
い
わ
き
市

米
本　

茂
子  

様  

山
口
県
岩
国
市

藤
本　

髙
好  

様  

兵
庫
県
尼
崎
市

長
谷
川
貴
子  

様  

愛
知
県
一
宮
市

古
藤　

正
隆  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

富
永　

道
男  

様  

大
阪
府
大
阪
市

廣
山　

千
夏  

様  

香
川
県
三
木
町

楠
原　

康
彦  

様  

福
岡
県
糸
島
市

仲
田　

和
男  

様  

佐
賀
県
佐
賀
市

鴨
野　

哲
哉  
様  

神
奈
川
県
川
崎
市

岡
田　

泰
子  
様  
大
阪
府
箕
面
市

辻　
　

哲
郎  

様  
佐
賀
県
小
城
市

刀
祢　
　

淳  

様  

福
岡
県
福
岡
市

山
本　

博
將  

様  

福
岡
県
福
岡
市

竹
中　
　

博  

様  

広
島
県
広
島
市

尾
上　

一
昭  

様  

徳
島
県
徳
島
市

西
俣
久
美
子  

様  

東
京
都
港
区

櫻
井　

裕
貴  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

末
藤
亮
太
郎  

様  

神
奈
川
県
藤
沢
市

齊
藤　

好
江  

様  

埼
玉
県
和
光
市

小
杉　

健
治  

様  

東
京
都
墨
田
区

栫　

真
二
郎  

様  

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

梅
田
賀
津
子  

様  

熊
本
県
宇
城
市

畠　
　

信
介  

様  

和
歌
山
県
和
歌
山
市

安
孫
子
一
雄  

様  

山
形
県
山
形
市

府
内　

雅
生  

様  

福
岡
県
福
岡
市

秋
吉
由
枝
子  

様  

福
岡
県
福
岡
市

日
下　

達
夫  

様  

東
京
都
町
田
市

坂
本　
　

献  

様  

埼
玉
県
所
沢
市

林　

登
代
子  

様  

兵
庫
県
姫
路
市

宗　
　

誠
一  

様  

熊
本
県
菊
池
市

磯
田
順
一
朗  

様  

福
岡
県
福
岡
市

久
保　
　

等  

様  

北
海
道
江
別
市

長
倉　

正
典  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

津
崎　
　

淳  

様  

愛
知
県
豊
田
市

藤
木　

美
幸  

様  

熊
本
県
熊
本
市

三
浦　

良
太  

様  

宮
城
県
富
谷
町

小
澤　

邦
男  

様  

東
京
都
江
東
区

河
上　

学
載  

様  

滋
賀
県
大
津
市

弓
削
文
豊
子  

様  

東
京
都
台
東
区

渋
木　

久
子  

様  

栃
木
県
足
利
市

柴
田　

秀
樹  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

水
澤　
　

隆  

様  

埼
玉
県
草
加
市

都
丸　

高
志  

様  

群
馬
県
前
橋
市

伊
藤　

裕
一  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

長
尾　

隆
雄  

様  

東
京
都
江
東
区

小
林　
　

直  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

池
条
ハ
ル
美  

様  

大
阪
府
寝
屋
川
市

本
岡
寿
美
子  

様  

福
岡
県
福
岡
市

小
林　

秀
人  

様  

広
島
県
広
島
市

木
村　
　

崇  

様  

埼
玉
県
川
口
市

湊　
　
　

浩  

様  

京
都
府
京
都
市

川
村　

壽
文  

様  

栃
木
県
宇
都
宮
市

三
浦　

英
幸  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

中
尾　

美
幸  

様  

静
岡
県
森
町

高
木　
　

敬  

様  

愛
知
県
豊
橋
市

柴
崎　
　

昭  

様  

宮
城
県
仙
台
市

脇
山
祐
一
郎  

様  

長
崎
県
大
村
市

清
水　

謙
一  

様  

東
京
都
調
布
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

井　
　

秀
康　
様　

星　

和

佐
藤　

泰
介　
様　

下
町
１

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す
よ
う
有

意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

や
く
ば

や
く
ば

し
ょ
う
ぼ
う

し
ょ
う
ぼ
う

く
ま
も
と

く
ま
も
と

み
な
み
お
ぐ
に
ま
ち

み
な
み
お
ぐ
に
ま
ち

け
い
さ
つ

け
い
さ
つ

じ
え
い
た
い

じ
え
い
た
いみ

な
み
な

な
に
な
に

こ
と
こ
と

は
じ
は
じ

へ
い
せ
い

へ
い
せ
い

よ
し
ん

よ
し
ん

つ
づ
つ
づ

は
や
は
や

は
や
は
や

ね
が
ね
が

ま
い
に
ち

ま
い
に
ち

おお

こ
こ
ろ

こ
こ
ろみ

　ま

み

　ま

も
う
も
う

ああ

じ
し
ん

じ
し
ん

み
な
み
な

ひ
さ
い

ひ
さ
い

ね
ん
く
ま
も
と

ね
ん
く
ま
も
と

平
成
28
年
熊
本

地
震
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま

平
成
28
年
熊
本

地
震
で
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ま

ま
だ
ま
だ
余
震
が

続
い
て
い
る
ラ
ヨ

…

ま
だ
ま
だ
余
震
が

続
い
て
い
る
ラ
ヨ

…

心
よ
り

お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
ラ
ヨ

心
よ
り

お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
ラ
ヨ

早
く
落
ち
つ
い
て

欲
し
い
と
願
う
毎
日
ラ
ヨ

早
く
落
ち
つ
い
て

欲
し
い
と
願
う
毎
日
ラ
ヨ

役
場
・警
察
・消
防
に

自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
の
皆
さ
ま
、

役
場
・警
察
・消
防
に

自
衛
隊
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
の
皆
さ
ま
、

が
ん
ば
ろ
う

熊
本
！

が
ん
ば
ろ
う

熊
本
！

が
ん

　
ば
ろ
う

南
小
国
町
ラ
ヨ

!!

が
ん

　
ば
ろ
う

南
小
国
町
ラ
ヨ

!!

あ
り
が
と
う
ラ
ヨ

ボ
ク
も
何
か
や
れ
る

事
か
ら
始
め
る
ん
ラ
ヨ

あ
り
が
と
う
ラ
ヨ

ボ
ク
も
何
か
や
れ
る

事
か
ら
始
め
る
ん
ラ
ヨ

お
知
ら
せ

募　

集

相　

談

講
演
・
講
習

寄　

附

【
編
集
後
記
】

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
で
被
災

さ
れ
た
皆
様
、
心
よ
り
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
熊
本
地

震
の
前
震
で
あ
る
４
月
14
日
か

ら
約
１
ヶ
月
が
経
過
し
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
道
路
の
修
復

や
、
家
屋
調
査
な
ど
も
行
わ
れ

少
し
ず
つ
で
す
が
、
復
興
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
地
震
発
生
後
、
各
地
か
ら

支
援
物
資
が
届
き
、
遠
く
は
東

北
か
ら
自
衛
隊
の
皆
さ
ん
が
来

て
く
れ
た
り
と
、
た
く
さ
ん
の

人
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

も
、
で
き
る
こ
と
か
ら
手
伝
い

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で
暮

ら
せ
ま
す
よ
う
に
…
。　
（
Ｃ
）
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5/
13金

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水

19 木
心配ごと・行政相談　10：00～12：00　りんどう荘
１歳６ヶ月児健診　13：00～13：15受付
　　　　　　　　　　　　　　　　開発センター

20 金 さくら荘ミニデイサービス　13：00～　さくら荘
定期法律相談　13：30～　役場議長室

21 土 中学校体育大会   8：40～入場行進   南中グラウンド
　　　　　　　　　　　　　　※雨天延期（23日）

22 日

23 月

24 火 子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららカフェ） 参加費100円

25 水

26 木 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火 固定資産税　１期分　納期限
軽自動車税　全期分　納期限

6/
1水 高齢者ミニデイサービス　9：30～　湯田公民館

2 木 乳児健診　13：00～13：30受付　開発センター

3 金
出張年金相談　10：00～15：00 
　　　　　　　　　　　　   小国町開発センター
※要予約　熊本東年金事務所　☎096-367-2503

4 土

5 日

6 月

7 火 高齢者ミニデイサービス　9：30～　上中原公民館

8 水

9 木

10 金 認知症カフェひとよこい　13：00～15：00
　　　　　　　　　　　　小国調剤横旧医院長宅

11 土

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

3
／
22
生　

矢
津
田
聖せ

な菜
ち
ゃ
ん

　
（
父
）巧　

･

（
母
）美
幸　
　

新
町
３

3
／
26
生　

浅
野
姫き

ら

り
愛
星
ち
ゃ
ん

　
（
父
）大
輔･

（
母
）り
え　
　

湯
田
上

3
／
28
生　

佐
藤　

花か
づ
き月

ち
ゃ
ん

　
（
父
）誠　

･

（
母
）絵
里　
　

扇　

下

4
／
1
生　

樋
口
陽ひ

な

め
菜
芽
ち
ゃ
ん

　
（
父
）悠
生･

（
母
）小
百
合　

満
願
寺
団
地

4
／
7
生　

原
村　

幸ゆ

き希
ち
ゃ
ん

　
（
父
）幸
志･

（
母
）史
恵　
　

黒　

川

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

3
／
24　

安
藤　

清
信（
59
）田　

尻

3
／
30　

佐
藤　
理
子（
86
）下
町
１

4
／
15　

河
津　
ナ
ミ（
85
）矢
津
田
団
地

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（3月31日現在）

世帯数　1,770世
帯

（－２）
　男　　1,989人

（－14）
　女　　2,251人

（－17）
　計　　4,240人

（－31）
※（ ）は前月比

５月・６月平成28年
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り
－
　

№
6
3
0

編
集

･発
行

：
南

小
国

町
役

場
　

ま
ち

づ
く

り
課

〒
869-2492熊

本
県

阿
蘇

郡
南

小
国

町
大

字
赤

馬
場

143番
地

☎
 0967(42)1111　

 FAX  0967(42)1122

BIRTHDAY
   H

A
PPY

4月
生まれ
希望者
のみ
掲載日隈　和嘉丸 くん

わわ かか まるまる

27.4.8生

　（父）和信さん

　（母）梨加さん

泣いたり、笑ったり、怒ったりして
あっという間に１歳になりました。
これからも、元気に大きくなってね !!

中原

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　オランダ人歌手のジェニファー・
ユーバンクさんが町内の中学生との国
際交流会や黒川温泉での新作ミュー
ジックビデオの撮影を行いました。
　中学校での交流は語学交流も兼ね
ており、２・３年生は英語で質疑応答
を行い、一緒に歌を歌うなど楽しんで
いました。また、黒川温泉街での撮影
ではやまなみ太鼓のメンバー５人も
出演。夜には役場きよらホールでのコ
ンサートも行われ、気さくな人柄と可
憐な歌声に会場からは大きな拍手が
送られていました。

　町内の郷土料理やアレンジ料理
を食事に、お花見を楽しもうという
催し「南の小さな国のお花見バイキ
ング」が開かれました。
　郷土料理の継承やメニュー研究
などに取り組む、町内の女性グルー
プ「生活研究グループ」が初開催。
お花見バイキングとして料理を楽し
んでもらいながら、郷土料理を若い
女性らにも知ってもらおうと、役場庁
舎のテラスで開催しました。
　白和えや里芋の味噌よごし、黒豆
酢めしなど19種類の料理が提供さ
れました。

4/8
（金） ジェニファー・ユーバンクさん来町

町内でコンサート・交流

4/9
（土） 南の小さな国のお花見バイキング

郷土料理でお花見

ジェニファー・ユーバンクさん（中央）と南小国中学校の生徒

小分けされた料理を選ぶ参加者
広報きよら 2016.5
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